
12. 外来生物展示センター＋苅藻島クリーンセンター 【兵庫・和田岬エリア】

「外来生物」を感じ・知り・考える/「クリーンセンター」の役割と機能を学ぶ
～住み続けられるまちづくりを目指して～

見学後は、生物多様性保全や自然共生社会、環境問題について
 疑問に思ったことを、専門員に質問し、グループで話し合い、発表の場を
 設定します。

クリーンセンターの役割と機能を現場で見学し、脱炭素化や再生可能
エネルギーについて学習します。
【参考】映画のロケ地（2024年公開 はたらく細胞、HAPPYEND等）

外来生物の侵入が、生態系や健康・農作物の被害等に幅広く悪影響
を及ぼすことをこと専門員からわかりやすく解説します。
その後「生物飼育棟」で生きた個体を見学します。。

①外来生物展示センターの見学・説明

②苅藻島クリーンセンターの見学・説明

③見学後に質疑応答・発表

10:00～  ①外来生物展示センターの見学・説明
 「展示ホール」「生物飼育棟」

11:00～  ➁苅藻島クリーンセンターの見学・説明

11:30～  ➂会議室にて質疑応答等

12:00頃  終了

実施場所:苅藻島クリーンセンター
神戸市⾧田区苅藻島町3-12-28

実施時間:平日 10:00～16:00の間（応相談）
所要時間:約2時間
実施可能人員:20名から最大50名まで
実施費用:お一人様 無料＋事務手数料
貸切バス駐車場:あり（無料）
最寄駅:地下鉄苅藻駅下車 徒歩約13分

プログラムスケジュール例

『外来生物展示センター』 （苅藻島クリーンセンター内）
神戸市が全国の自治体で初の外来生物に特化した施設として2022年8月に設置しました。実際に外
来生物を見る機会やその問題について知ることが少ない中、ブラックバスやアカミミガメ等の生きた個体、
アライグマの剥製やその他学習展示をご覧いただき、専門員が解説することで外来生物問題を感じ・
知り・考えるきっかけとしていただきます。苅藻島クリーンセンター内

『苅藻島クリーンセンター』
神戸市では、ごみの減量・資源化に取り組んでいますが、資源化できないごみはクリーンセンターで焼却
し、それによって発生する熱で発電を行っています。苅藻島クリーンセンターは、平成29年に焼却を停止、
ごみピットなどを中継施設として活用することにより、収集・運搬の効率化、温室効果ガスや自動車公害
の削減など環境負荷の低減に努めています。

※別途、事務手数料が必要となります【神戸市に宿泊の場合⇒１人あたり700円（税込）、日帰り・神戸市外に宿泊の場合⇒１人あたり1,000円（税込）】38
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学習の流れ（モデル）

外来生物とは何か、どのような
  生物がいるのかを調べる。

外来生物が、人々の生活にどの
  ような影響を与えているか調べる。

ごみ処理のフローを調べる。

外来生物の実態、問題点を学ぶ。

外来生物への対応策を知る。

クリーンセンターの役割と機能を理解する。

自分の地域で生息する外来生物を
調べ、在来の生態系にどのような影響

  を与えているのかを調べる。

ごみ発電について、自分たちで仕組み
を考える。

外来生物による在来の生態系
への被害を防ぐにはどうすればよい

  のかを考える。

再生可能エネルギーについて
事前に調べる。

外来生物がいかに生物多様性の脅威と
  なっているかを知る。

ごみから生成される再生可能エネルギー
  とは?

在来の生態系への被害を自分の地
域で守るには、どのような活動を行えば

  良いか考える。

ごみを減らすにはどうすれば良いか、
  自分の地域に置き換えて考える。

事前学習 現地学習 事後学習

S
D
G
s

探
究
の
観
点

キ
ἀ
リ
ア
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育
の
観
点

① 「外来生物」の問題を理解する
② クリーンセンターの役割を理解する
③ 生物多様性保全や環境問題について考える

学習のポイント

12. 外来生物展示センター＋苅藻島クリーンセンター 【兵庫・和田岬エリア】
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